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会  議  名 令和３年度第５回港区指定管理者選定委員会 

開 催 日 時      令和４年３月１６日（水）午後３時００分から午後５時００分 

開 催 場 所      庁議室 

委   員      

■出席者 

（委員長）大澤企画経営部長 （副委員長）新宮総務部長 

（委員）西川企画課長、宮本区役所改革担当課長、若杉財政課長 

加茂契約管財課長 

（欠席）荒川総務課長 

（説明員）清水地球温暖化対策担当課長、山本芝浦港南地区総合支所管理課長、二宮

健康推進課長、沼倉高輪地区総合支所管理課長 

事 務 局      企画経営部企画課 

会 議 次 第      

審議事項 

１ 指定管理者の公募について 

・ エコプラザ         【資料１】 

・ 港南子ども中高生プラザ   【資料２】 

・ がん在宅緩和ケア支援センター【資料３】 

・ 神応保育園         【資料４】 

配布資料 

（既存施設）資料１から資料３ 

資料●   指定管理者公募に当たってのこれまでの課題への対応 

資料●－２ 指定管理者公募要項（案） 

資料●－３ 第１次・第２次審査採点表（案）  

資料●－４ 指定管理者選考委員会委員名簿（案） 

資料●－５ 指定管理者の指定スケジュール（案） 

資料●－６ 令和２年度指定管理施設検証シート 

資料●－７ 第三者評価結果報告書 

 

（新規開設施設）資料４ 

資料●   指定管理者公募要項（案） 

資料●－２ 第１次・第２次審査採点表（案）  

資料●－３ 指定管理者選考委員会委員名簿（案） 

資料●－４ 指定管理者の指定スケジュール（案） 

 

 

 

 

 

 

【議事要旨】 
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 会議の結果及び主要な意見 

（意見者） 

大澤委員長 

 

 

 

 

 

宮本区役所改

革担当課長 

 

 

 

 

大澤委員長 

 

 

清水地球温暖

化対策担当課

長 

大澤委員長 

 

 

 

清水課長 

 

西川課長 

 

清水課長 

 

 

宮本課長 

 

 

清水課長 

 

 

宮本課長 

 

 

清水課長 

 

１ 指定管理者の公募について 

ただいまから「令和３年度第５回港区指定管理者選定委員会」を開催する。 

審議事項は４件。次第に記載の各施設について、選考委員会による選考手続き開始前

の公募要項や選考基準等について審査する。 

各施設の審議に入る前に、区役所改革担当から公募資料の統一的な見直しを図った点

について説明を。 

 

全部で３点ある。１点目が、事業者の応募期間、書類の申請受付期間を１か月半から

２か月程度確保するよう見直したこと、２点目が、公募要項に直近３か年の指定管理

料実績、利用料金収入実績を記載し、経費の規模感をより明確に示したこと、３点目

が、資金収支計画・受託経費見積書の配点割合を一次審査の書面審査に対する合計評

価点のおおよそ 10％に変更したことである。 

 

本件について、何かあるか。なければ各施設の審議に入る。 

 

・エコプラザ 

（資料について説明） 

 

 

区の付属機関等の委員は、付属機関等の設置及び運営に関する基準によると、同時期

に３つまでしか就任できない。予定している選考委員は、環境審議会の委員も就任さ

れているということだが、問題ないか。 

 

３つは超えていない。 

 

企業連携等の視点で課題はないか。 

 

講座の実施にあたって大学や企業等は既に連携している。講座実施における企業等と

の連携を含めて採点する。 

 

環境にやさしい事業者会議（mecc）が指定管理者の事業者となって一体的に運営する

ことは可能か。 

 

mecc は、事務局業務を業務委託しているが、各会員企業の協力で取り組んでおり、

mecc とエコプラザの業務内容もイコールにはならない。 

 

公募要項では、各事業の実施を求めているが、企画提案書のテーマは普及啓発となっ

ている。問題ないか。 

 

公募要項では（１）基本事業において、ア「環境の保全に係る普及啓発に関すること」

として、３点記載している。「（ア）脱炭素社会の実現と気候変動への適応に関する普
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西川課長 

 

 

清水課長 

 

 

 

 

大澤委員長 

 

（全員） 

 

 

及・啓発」と「（イ）ごみを減らして資源が循環するまちに関する普及・啓発」につい

ては区として様々な政策を打ち出し、特に重要なものとして取り組んでいる。区民や

事業者にとって、わかりやすいものとしては、「（ウ）水と緑のうるおいと生物多様性

の恵みに関する普及・啓発」であり、事業の実施内容もそのようなものが多い。 

自然や緑、虫、魚などのテーマは子どもにとってもわかりやすく、講座に参加しても

らいやすい。ただ、区の重点的な取組や考え方とマッチした講座も実施してもらう必

要があり、講座の数だけでなく、一定程度、質も見ていくことで評価したい。 

区としての全体的な取組や講座の内容が伴っているものを評価するため、公募要項の

基本事業にも前面に打ち出して、強調している。指定管理者は多くの方に来館しても

らうような事業の提案が多いため、現行の指定管理者含め、協力をお願いしたい。 

 

ＳＤＧｓとの関連性を評価のポイントにしているが、具体的にはどのようなイメージ

か。 

 

講座の内容はＳＤＧｓの複数の目標にまたがることもある。講座を実施する際には、

ＳＤＧｓとの関連を確認しており、その際に、目的を明確にしないと単にそのテーマ

で実施するだけになってしまう。何をテーマにしているのか、目的は何かを企画段階

で明確にし、事業者が認識しているかどうかを評価したい。 

 

他になければ、本件について、了承でよろしいか。 

 

異議なし。 

 


